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Ⅲ．学部・大学院 
人文学部 
 
１．学部等の理念・目的および教育目標 
（１）理念・目的等 
【現状の説明】 
（理念・目的等の適切性） 
「人材教育と人間教育」「学部教育と総合教育」「地域性と国際性」という福岡大学の教育・

研究理念に基づき人文学部は多様な価値観と幅広い国際性を身につけることを教育の理念・目

的とする。 

前回の自己点検・評価を行った平成 12 年（2000 年）時点では、人文学部は文化学科、歴史

学科、日本語日本文学科、英語学科、ドイツ語学科、フランス語学科、東アジア地域言語学科

の 7学科体制であった。平成 19年 4月に教育・臨床心理学科が新設され現在 8学科からなって

いる。人文・社会科学の分野から総合的に人間や社会を考える文化学科、国際的な観点と地域

からの視点をクロスさせてより巨視的な立場から歴史を観る歴史学科、日本語と日本文学を他

国の言語、文学と比較することで自国の言葉と文学の問題をより鮮明にする日本語日本文学科、

実用的な言語運用能力を養いながら、それぞれの地域の文化や事情を学ぶことで国際的な感覚

を身につけることを教育目標にしているのが英語学科、ドイツ語学科、フランス語学科、東ア

ジア地域言語学科である。平成 19年に新設された教育・臨床心理学科は人間の成長と心の問題

を「育てる」ことと「癒す」ことの両面から考える学科である。どの学科のカリキュラムも総

合的な学修を目指したものである。 

（理念・目的等の周知の方法） 

こうした人文学部の教育・研究の理念・目的は『大学案内』『学部ガイド』や学部学科のホー

ムページを通じて広く社会に周知されている。 

【点検・評価】 
こうした人文学部の教育・研究の理念・目的は、価値の中心を喪失し、共同体が崩壊しかけ

ている現在の社会にとってこれまで以上に評価される。 

ただここ 7 年間で学生の学力および学習に対する動機の低下が目立ってきている。そのこと

は人文学部の入試合格可能性の指標である学力偏差値の下がり方に表れている。また受験者数

も過去 5 年で 4,938 人から 4,589 人とほぼ 7％減尐している。上記の教育目標がこうした受験

生や入学してくる学生の動向変化に必ずしも合致しているとはいえない。 

受験生が人文学部に求めているもの、学生の質や学修の動機の時代的変化、そして卒業生に

対して社会が期待するものと、人文学部での 4年間の学修内容に整合性を持たせる必要がある。

特に外国語系の学科に対する最近の学生のニーズは実用的な言語の学修に向いてきており、必

ずしも実学志向ではない他の学科の教育理念・目標と方向を異にするようにみなされる。この

ことから、全学的な視点で人文学部改組を含めた学部のあり方について検討する必要がある。 

【改革・改善策】 

学生のニーズの変化や社会の動向に合ったカリキュラムを検討し、人文学部を改組する「新

学部構想」が平成 14～15年にかけて全学で議論されたが結論に至らなかった。また時代の推移

とともに外国語系の学科の目指す教育目標と他の学科のそれとが多尐とも違ってきていること
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を養うことを目指している。 

（基礎教育、教養教育の責任体制） 

基礎教育、教養教育、そして外国語教育については、共通教育センターおよび言語教育研究

センターが責任をもって管理運営している。人文学部のほとんどの専任教員が、全学の共通教

育科目および外国語科目を担当している。 

（専門・教養・外国語科目の量的配分） 

教養や人間としての倫理観を養うための共通教育科目や外国語科目を基礎にして、その上に

専門教育が施されている。専門教育科目の卒業所要単位は、教育・臨床心理学科の 66単位、東

アジア地域言語学科の 60単位を除いて、卒業所要総単位数のほぼ 6割の 72～76 単位である。

共通教育科目のうち総合教養科目および外国語科目の卒業所要単位数は前述のとおりである。 

②履修科目区分 

専門教育科目の卒業所要単位のうち、必修科目・選択必修科目については 28～62単位、選択

科目については 14～44単位であり、学科間で大きく異なっている。歴史学科や東アジア地域言

語学科のようにコース制を取っているところでは選択必修科目の卒業所要単位数が多い。コー

ス制を取らないドイツ語学科、フランス語学科では必修科目よりも選択必修科目の卒業所要単

位数が多い。 

③授業形態と単位の関係 

授業の形態は、学科により幾分違いはあるが、基礎的な「演習」や「講読」「文献調査」、そ

して「講義」、さらには「卒業論文」に繋がる「演習」に分けられ、それぞれ学修の成果や授業

時間などを考慮し 1単位から 8単位までと定めている。各授業科目の単位は、学則第 32条（大

学設置基準第 21 条第 2 項および第 3 項を準用）および授業回数（半期で定期試験を含めて 15

回）を勘案して算出している。 

④単位互換・単位認定等 

（単位互換、単位認定方法、認定単位数の割合） 

平成 17年より編・転入学、社会人入学、学内の転部に加えて転科の制度が導入された。この

転部・転科の制度を利用した者は、平成 17年は 4人、18年は 6人、19年は 0人である。また

教務委員会が定める単位換算認定基準により、編・転入学の単位認定の上限は 65単位、社会人

入学の場合は 82単位となっている。単位認定は、編・転入学者から提出された成績証明書や前

籍の大学・短大の授業内容を示すシラバスをもとに学部長、教務委員、当該学科の主任が認定

原案を作成し、教務委員会で全学的な調整をはかり、教授会の承認を得て行っている。 

また、本学と協定校との間で行われる交換留学や本学部教授会が認定した海外の高等教育機

関への認定留学については、留学先大学で修得した科目を本学部の授業科目に置き換えて 45

単位を限度に認定している。なお、本学では単位互換を実施していない。 

⑤開設授業科目における専任・兼任比率等 

（専任教員の担当授業の割合） 

各学科に設置の専門教育の全授業科目のうち専任教員が担当する授業科目の数の割合は、文

化学科 84.0％、歴史学科 86.5％、 日本語日本文学科 84.0％、教育・臨床心理学科 66.7％、英

語学科 85.8％、ドイツ語学科 83.1％、フランス語学科 82.8％、東アジア地域言語学科 78.1％

である（「大学基礎データ」表 3）。  

演習や講読等の必修科目および選択必修科目は教授、准教授を中心に専任教員が担当してい

る。 
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を考え、抜本的な人文学部の改組の問題を全学の場で議論することとする。 
 

２．学士課程の教育内容・方法等 
【到達目標】 
異なる学問領域を総合的に学修することを目指すため、学修の必要度に応じて履修科目を必

修科目、選択必修科目、選択科目にわけ、講義や講読、演習を通して学問領域の全体的な把握、

具体的な資料の読み込み、論理的に筋立てて発表する力などを養う。そのために必要な外国語

科目を含む共通教育科目の修得にも力を入れる。また、授業アンケートの結果を授業改善に役

立て、教員間で学生の学修達成度に対する認識を共有することなどを目標とする。 
１）学部全体の教育内容、方法等 

【現状の説明】 
（１）教育課程等 
①学部・学科等の教育課程 

（教育課程と学部学科等の理念・目的） 

福岡大学の教育研究の理念である「人材教育と人間教育」「学部教育と総合教育」「地域性と

国際性」に照らして、卒業所要単位 128の内約 3分の 1にあたる 40～44単位を共通教育科目に

あて、その上に各学科とも「専門性を備えた教養人」の育成を目指している。専門性を生かし

て大学院等に進む者も一般企業に就職する者にも人間としての基本的素養を身につけるカリキ

ュラムを設けている。 

（カリキュラムの体系性） 

1・2年次においては共通教育科目の人文科学系列、社会科学系列、自然科学系列の科目を選

択して履修し、専門教育科目に於いては基礎演習、基礎講読など各学科の学修の基本となる科

目を主に必修、選択必修科目として学び、3・4年次の演習など専門性の高い科目へ繋げる。3・

4年次科目は学生が関心に応じて学修できるように履修の選択の幅を拡げている。そのために、

各学科に共通教育科目、専門教育科目の枠を越えて履修できる自由履修科目枠を設けている。 

（専門的授業科目と理念・目的等の適合性） 

多角的、総合的に考える力を身につけるため特定の専門分野に偏ることがないようなカリキ

ュラムを構成している。地域研究を国際的な視野の中におき、具体的なものと抽象的なものを

クロスさせ、言語を文化的背景のなかで考えるよう配慮している。  

（外国語科目の編成） 

人文学部の学修には外国語能力は不可欠であり、共通教育科目の「外国語科目」の卒業所要

単位として、第一外国語（ドイツ語学科、フランス語学科を除き英語）を 8 単位、第二外国語

（ドイツ語・フランス語・中国語・スペイン語・朝鮮語・ロシア語、留学生対象の日本語）を

8 単位以上とし、第二外国語については 2 カ国語の履修を認めている。東アジア地域言語学科

は、中国語、朝鮮語、英語を必修科目および選択必修科目(計 16単位)としている。 

また外国語系の学科では、語学検定試験の受験や学内外のスピーチコンテストへの積極的な

参加を促している。          
（一般教養的授業科目の編成、基礎教育・倫理性を培う教育の位置づけ）  

人文学部の卒業に必要な 128 単位のうち、共通教育科目の総合教養科目（人文、社会、自然

系列科目および総合系列科目）に 40 単位（文化学科のみ 44 単位）を充てている。外国語科目

には 8学科とも 16単位を充てている。これによって社会人としての教養や人間としての倫理観
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を養うことを目指している。 

（基礎教育、教養教育の責任体制） 

基礎教育、教養教育、そして外国語教育については、共通教育センターおよび言語教育研究

センターが責任をもって管理運営している。人文学部のほとんどの専任教員が、全学の共通教

育科目および外国語科目を担当している。 

（専門・教養・外国語科目の量的配分） 

教養や人間としての倫理観を養うための共通教育科目や外国語科目を基礎にして、その上に

専門教育が施されている。専門教育科目の卒業所要単位は、教育・臨床心理学科の 66単位、東

アジア地域言語学科の 60単位を除いて、卒業所要総単位数のほぼ 6割の 72～76 単位である。

共通教育科目のうち総合教養科目および外国語科目の卒業所要単位数は前述のとおりである。 

②履修科目区分 

専門教育科目の卒業所要単位のうち、必修科目・選択必修科目については 28～62単位、選択

科目については 14～44単位であり、学科間で大きく異なっている。歴史学科や東アジア地域言

語学科のようにコース制を取っているところでは選択必修科目の卒業所要単位数が多い。コー

ス制を取らないドイツ語学科、フランス語学科では必修科目よりも選択必修科目の卒業所要単

位数が多い。 

③授業形態と単位の関係 

授業の形態は、学科により幾分違いはあるが、基礎的な「演習」や「講読」「文献調査」、そ

して「講義」、さらには「卒業論文」に繋がる「演習」に分けられ、それぞれ学修の成果や授業

時間などを考慮し 1単位から 8単位までと定めている。各授業科目の単位は、学則第 32条（大

学設置基準第 21 条第 2 項および第 3 項を準用）および授業回数（半期で定期試験を含めて 15

回）を勘案して算出している。 

④単位互換・単位認定等 

（単位互換、単位認定方法、認定単位数の割合） 

平成 17年より編・転入学、社会人入学、学内の転部に加えて転科の制度が導入された。この

転部・転科の制度を利用した者は、平成 17年は 4人、18年は 6人、19年は 0人である。また

教務委員会が定める単位換算認定基準により、編・転入学の単位認定の上限は 65単位、社会人

入学の場合は 82単位となっている。単位認定は、編・転入学者から提出された成績証明書や前

籍の大学・短大の授業内容を示すシラバスをもとに学部長、教務委員、当該学科の主任が認定

原案を作成し、教務委員会で全学的な調整をはかり、教授会の承認を得て行っている。 

また、本学と協定校との間で行われる交換留学や本学部教授会が認定した海外の高等教育機

関への認定留学については、留学先大学で修得した科目を本学部の授業科目に置き換えて 45

単位を限度に認定している。なお、本学では単位互換を実施していない。 

⑤開設授業科目における専任・兼任比率等 

（専任教員の担当授業の割合） 

各学科に設置の専門教育の全授業科目のうち専任教員が担当する授業科目の数の割合は、文

化学科 84.0％、歴史学科 86.5％、 日本語日本文学科 84.0％、教育・臨床心理学科 66.7％、英

語学科 85.8％、ドイツ語学科 83.1％、フランス語学科 82.8％、東アジア地域言語学科 78.1％

である（「大学基礎データ」表 3）。  

演習や講読等の必修科目および選択必修科目は教授、准教授を中心に専任教員が担当してい

る。 
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（成績評価法・成績評価基準） 

定期試験の成績に加えて小テストの成績、レポートの評価などによって総合的に評価してい

る。 

（厳格な成績評価を行う仕組み） 

卒業論文の評価には、主査と副査の査定者を付ける、また複数の教員による口頭試問をする、

卒業論文発表会での発表を課すなどの手続きをとっている。その他の授業科目の成績評価は、

科目担当の教員に任されている。 

（各年次、卒業時の学生の質を検証・確保するための方途） 

歴史学科およびドイツ語学科では進級時のゼミ（必修科目または選択必修科目）選択にあた

って前の年次までに修得しておくべき科目を定めている。卒業論文については、特に必修科目

にしている歴史学科や日本語日本文学科では、上記のように客観的な成績評価をするように努

めている。 

③履修指導 

（学生に対する履修指導） 

履修指導に関しては、入学した早々に学修ガイド（シラバス含む）を使用して、まず学部全

体での教務委員による指導の後、続けて学科別に各学科教員によるきめ細かな指導を行ってい

る。また各学科では、進級やコース分け、ゼミ選択の時に履修指導を改めて行っている。毎年

6 月には前年度の学業成績不良の学生に対し修学指導を行っている。また同じ時期に父母懇談

会を開き、学生の個別的な問題の相談に対応している。修学指導は適切かつ十分に行われてい

る。 

（オフィスアワーの制度化） 

各教員は 1 週間のうち授業時間 2 コマ分程度の時間をオフィス・アワーとして設けており、

実施する時間帯と場所についてはシラバスにも記載している。 

（留年者への教育上の配慮） 

留年者は 6 月の修学指導の対象とするだけでなく、年度初めのゼミ所属の振り分けの機会に

も個別面談し、適切な配慮をしている。 

④教育改善への組織的な取組み 

（学生の学修の活性化と教員の教育指導方法の改善を促進するための措置、ＦＤ活動に対する

組織的取組み状況） 

   学生の学修の活性化の試みの一つとして、人文学部の学生の学修にとって欠かすことのでき

ない読書を推奨するため読書案内の冊子『ノーヴィス』を毎年更新して作成している。学生の

教育指導の改善については、特に教育マネジメントサイクルをとおして取り組んでいる。ＦＤ

講演会の開催、ＦＤに関するワークショップへの参加、日本語力テストの実施などもその取り

組みの一環である。 

 （シラバスの作成と活用） 

シラバスは全学的に統一した書式で作成され、授業概要、授業計画、履修上の留意点、成績

評価の方法等が記載され、学生の履修計画に役立っている。平成 19年度からは、これまでの冊

子のシラバスに加え、Ｗｅｂシラバスも導入され、学生の利便性に配慮している。 

（学生による授業評価の活用状況） 

人文学部共通の書式による授業アンケートを実施し、その結果を教員にフィードバックして

いる。特に授業に問題がある場合には、学部長と当該教員が所属する学科の主任が話し合い、
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（成績評価法・成績評価基準） 
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人文学部共通の書式による授業アンケートを実施し、その結果を教員にフィードバックして

いる。特に授業に問題がある場合には、学部長と当該教員が所属する学科の主任が話し合い、
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ない。 

【改革・改善策】 
 学生の能力に関する基礎的データに基づいたカリキュラムの見直しを急ぐ。例えば日本語力

試験や英語の業者テストによって測られる基礎学力に見合った授業内容を検討する。高校から

大学への移行において、学習面のみならず自己責任において行動するなどの生活面での指導も

強化する。英語学科では平成 19年度からアドバイザー制度をこれまでの教員１人当たりの学生

数を 10人から 4人に改善した。 

 外国人留学生への日本語教育は、人文学部に所属する教員が全学的なプログラムとして行っ

ている。教員の負担の軽減は全学的な見地から解決を図っていく。 

 授業アンケートの結果に対応出来る授業改善のシステム作りが必要である。そのためにも授

業アンケートの意義について教員間で共通認識を深めていく。 

 社会貢献についてはエクステンションセンターと連携し今後も講座を開発していく。 

成績評価法等の教員間の合意形成や卒業時の質の確保については、能力別クラス、統一テキ

ストや統一試験などを実施する可能性を含め、大学としてあるべき善後策を慎重に検討する。 

 

以下では、各学科の教育内容や教育方法について特徴的な事項を述べる。  
２）文化学科の教育内容･方法等 

【到達目標】 

 文化学科は、文化の多角的・総合的理解を教育理念とし、学生側の教育プロセスへの自発的、

積極的参加を求めている。入学後の学業成績と連動する一般入試のみならず、ＡＯ入試を実施

し、論理的思考力や豊かな表現力を備えた人材の育成を目指している。 
（１）教育課程等 

① 学科の教育課程 

【現状の説明】 
 文化学科は、細分化し硬直化しがちな現代の人文・社会科学の在り方への反省を踏まえ、人

間に関わる文化・社会現象を総合的かつ多角的に学ぶことを基本的な教育方針としている。当

初は、思想史コース・比較文化コースのコース制が採用されたが、学生のコース所属による科

目選択の制約等の問題が検討され、平成 12年にコース制が廃止された。これによってコースは

選択科目群になり、思想史科目群と比較文化科目群に二分されるが、「文化学基礎論」「文化学

研究法」「社会行動論」「社会システム論」「哲学概説Ⅰ・Ⅱ」を基幹科目（必修科目）とし、領

域を超えて学ぶことが可能となった。そうすることで「総合化」の理念の一層の実現を図った。 

 こうした総合化は学科の専門教育だけでなく、共通教育科目との連携にも図られた。本学科

の専任教員は、学科の専門教育を担当すると同時に、共通教育科目のうち外国語および保健体

育科目を除いた「総合教養科目」の人文科学（哲学・倫理学・論理学・宗教学・芸術）、社会科

学（地理学・心理学・社会学）の担当教員でもあり、学科学生にとっては基礎（教養）科目と

専門教育科目との有機的な連携に基づく学修が可能となるよう配慮されている。 

【点検・評価】 

 本学科の教育課程に問題がないわけではない。その１つはゼミの自由選択である。ゼミは、

専門教育の要である。ある程度、履修学生を固定化し、一貫した教育を行わなければ専門知識

の伝授は不可能という側面がある。本学科の卒業論文は選択科目であるが、その申請者（題目

届提出者）数は、4 年次学生数の 4～5 割、最終提出者数は 3～4 割という数値にあること、ま
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 社会貢献についてはエクステンションセンターと連携し今後も講座を開発していく。 
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ストや統一試験などを実施する可能性を含め、大学としてあるべき善後策を慎重に検討する。 
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 こうした総合化は学科の専門教育だけでなく、共通教育科目との連携にも図られた。本学科
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専門教育科目との有機的な連携に基づく学修が可能となるよう配慮されている。 
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 本学科の教育課程に問題がないわけではない。その１つはゼミの自由選択である。ゼミは、
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